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私たちは、プラスチックのおかげで便利で快適な生活を送ることができています。しかし、プラスチックは気候変動や自然資本に対す

る脅威となることがあります。世界のサーキュラーエコノミーを推進するイギリスの財団が公表している資料では、2019 年のプラスチック

由来の温室効果ガス(GHG)排出量は約 18 億トンでしたが、2060 年には 43 億トンに増加すると試算されています。さらに、不正

処理された廃プラスチックが自然資本に悪影響を与えています。 

 

 

廃プラスチックによる海洋汚染の現状 

国連環境計画によると、毎年 1億トンもの廃プラスチックが

海洋に流出しています。長期にわたり分解されないという性

質を持つため、適切に処理されない廃プラスチックによる海洋

汚染は深刻な問題となっています。 

第１の問題は、経済損失の増大です。OECD は、2020

年の海洋に漂流する廃プラスチックによる観光・漁業被害を

20 兆円と試算しました。 

第２に、国連は物理的リスクとして、沿岸の生態系破壊

や住環境悪化、健康被害といった悪影響を指摘しています。

特に問題となるのは、微小なプラスチック粒子（マイクロプラス

チック）の生物への取り込みです。廃プラスチックが分解され

る過程で有害な化学物質（環境ホルモン）が放出され、

魚・貝を経由して人体へも取り込まれています。有機フッ素

化合物など生命の危機につながる環境ホルモンの影響も懸

念されています。 

 

 

廃プラスチック汚染の深刻化 

廃プラスチック汚染は、放置すると深刻化します。世界的

なプラスチック生産の増加率は、GDP 成長率の 2 倍で推移

しています。これは、プラスチックが他の素材と比較して、軽量、

高耐久、低コストで経済性に優れているためです。グローバル

サウスでは、経済成長とともに先進国以上にプラスチック使用

量が増加しています。 

 

 

 

 

廃プラスチックによる海洋汚染問題に対処しよう！！ 

サステナビリティ推進室  

前川 隆行 

 

小 林

様 

 

お世話になっておりま

す。 

日程の件、再調整をあり

がとうございました。 

 

9 月 30 日（月）14 時～

でお願いできますでし

ょうか？ 

 

Zoom の URL とパスコ

ードをお送りしておき

ます。 

https://mori-co-

jp.zoom.us/j/839377869

88 

ミーティング ID: 839 

3778 6988 

パスコード: DCvmaCi7 

 

どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

鈴木 友紀代 

森ビル株式会社  

タウンマネジメント事

業部 運営企画部 

虎ノ門ヒルズ運営グル

ープ  

direct： 03-5771-9588 

tel/fax ：  03-6406-

2024 年 10 月 7 日 

https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
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国際社会による取り組み 

国際社会は、深刻化する廃プラスチック汚染への対策に

取り組んでいます。2022年、国連はプラスチック汚染に法的

拘束力のある条約を2024年中に締結することを決議しまし

た。2023年、G7はプラスチック汚染を次の環境注力課題と

しました。 

私たちは、国際社会に呼応し、国連責任投資原則による

「プラスチック汚染防止に法的拘束力を伴う条約策定を求め

る民間金融セクター宣言」に2024年4月に署名しました。こ

れは国連加盟各国がプラスチック汚染防止に向けた取り組

みを強化することが、私たちのステークホルダーの利益に適うと

考えたためです。 

国際社会では、プラスチック汚染防止の条約締結に向け

て、2つの勢力があります。EU加盟国、カナダ、日本、オース

トラリアは、2040年までにプラスチック汚染の悪化を終わらせ

るためにプラスチック生産抑制を主張しています。一方、サウ

ジアラビア、ロシア、中国、イラン等の複数国は、生産削減に

反対しています。これらの国は、原油生産減や環境対策費

増加の要因を排除することを主眼としており、リサイクルに注

力すべきと主張しています。 

 

 

 

リサイクルの課題 

ただし、リサイクルは簡単ではありません。まず、リサイクル用

プラスチックの輸出が悪影響を及ぼしています。2021 年、日

本では廃プラスチックの 2 割がマテリアルリサイクルされています

が、そのうちリサイクルプラスチックの 3 分の 2 が輸出されてい

ます。しかし、その一部はリサイクルされず、不正に処理されて

いるのが実態です。国連の推計によれば、グローバルな廃プラ

スチックの不正処理は、中国、インドネシア、フィリピンの順で

多く、不法放棄やダイオキシンが大量発生する野焼きが行わ

れています。 

リサイクルの第 2 の問題点は、複合材の増加です。プラス

チック複合化、炭素繊維強化、紙とプラスチックの複合材など

の進化により、リサイクルがますます困難になっています。 

最後に、リサイクルによる環境への負荷も問題です。バージ

ンプラスチックに比べれば小さいとはいえ、リサイクルによるマイ

クロプラスチックの大量海洋流出など、相当な環境負荷がか

かっています。 

 



 page 3  

 

 

サステナビリティ ニュースレター 

MAKE A CHANGE 

 

今後の取り組み展望 

国連環境計画は、各国が十分な対策を講じれば、20 年

足らずでプラスチック汚染を 80％削減できる可能性があると

示しています。十分な対策とは、再利用、リサイクル、代替素

材の活用です。 

まず、プラスチックの再利用で 30％の削減が見込まれます。

多くの国や地域で使い捨てプラスチック製品の使用を制限す

る法律や規制が導入されています。詰め替えボトルや容器の

引き取りといったプログラムを推進すべきです。 

次に、リサイクル量の増加で 20％削減が期待されます。

現在、世界でリサイクルされているプラスチックは年間 9％前

後にとどまります。残りは埋め立てや焼却処分されるため、プラ

スチック・リサイクルを促進するための政策制定やリサイクルし

やすい素材への転換が求められます。 

最後に、代替素材で 30％の削減が可能です。バイオマス

でも、海洋植物や遺伝子組み換え植物といった食糧以外を

原料とするバイオマス・プラスチックや生分解プラスチックの供

給増加が求められます。さらに、生分解プラスチックの低コスト

生産の実現が不可欠です。 

私たちは、これらの取り組みを行う企業を引き続き支援し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要な注意事項 

 当資料は、情報提供を目的として、三井住友 DS アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券

等の売買を推奨･勧誘するものではありません。 

 当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。 

 当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

 当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を

保証するものではありません。 

 当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。 

 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属

します。 

 当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

 

三井住友 DS アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 399 号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 


